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日本のことばとこころ
―いきがい大学「若い世代との交流」―









































































































































































































































































『赤い靴 はいてた 女の子 異人さんに 連れられて 行っちゃっ
た』
『シャボン玉とんだ 屋根までとんだ 屋根までとんで こわれて消
えた
風風吹くな シャボン玉とばそ』
五、終わりに
日本のこころ←日本のことば
日本の心は、日本の言葉によって具体化される。昔からある大和魂は、
漢才を学び、身につけることによって、理念化されていく。和魂漢才と
いう。「やまとことば」の原点は平安時代で、「やまとごころ」の原点も
平安時代と考えてよい。（資料）
「日本の心は、日本の言葉によって具体化される。言葉なきところに
心は存在しない。昔からある大和魂（やまとことば）は、漢才（漢語→
漢籍→『論語』）を学び、身につけることによって、理念化されていく。
―１０―
和魂漢才という。模範とすべき『日本語』の原点は平安時代で、模範と
すべき『日本の心』の原点も平安時代と考えておいてよい。
「また仏教についても忘れてはならない。日本人の心に『無常』を初
め、大きな思想をもたらした。『花は桜木 人は武士』という言葉も、『桜
木』と『武士』のいさぎよく散るところを意味している。」
「現在の我々日本人にとって必要なのは、伝統を忘れてはならない、
ということだ。過去を学ぶことは、現在の位置づけをすることで、未来
のあり方を予測することにつながる。そういう意味で、『日本史』を学
ぶ意義は大きい（世界史よりも）。また、日本人の心は、『日本史』の事
実を指すのではない。日本史を動かしてきたエネルギーを指すのである。
そのエネルギーは、文学（思想）にこそ見出すことができる。」
「『源氏物語』が平安時代の貴族の苦悩と喜びを表すように。『枕草子』
は衰退していく主人の定子の様子を見るにみかねて理想的な姿を描いた
ように。文学作品は作者の叫びであり、それは結局時代の叫びなのであ
る。」
「だから、『文学史』を見直すことも、『文学作品』を見つめることも
日本人の生き方を知るために必要なことなのである。身体が遺伝（と環
境）から成立するように、精神も遺伝（と環境）から成り立っている。
その原点にあるのが『ことば』なのである。日本人が昔から愛してきた
ことば（うつくしいことば）と文学を簡単に捨ててはならない。」
「文学を軽視する風潮には我慢ならない。人はパンのみによって生く
るにあらずという。千利休の秀吉との対決は、究極のところ、心か物か
であり、利休は死んで、秀吉に勝ったのである。星野富弘は『命よりも
大切なものがあると知った時、生きるのが楽しくなった』と言っている。」
「『うつくしいことば』には『含み』がある。イメージの広がりがある。
『含み』こそ、歴史と伝統に培われた、古語のみに許される価値である。
そういう言葉を使用することにより、心にも広がりが生まれ、人間的に
も成長するのである。」
―１１―
「『もののあはれ』は『源氏物語』の本質を表すという。よい言葉だ。
聞いただけで心にじーんとくる。『しみじみとした人生の味わい』が、『源
氏物語』にはあるという。それを発見したのは本居宣長である。彼は、
『源氏物語』における『不倫』を認めた。というより、江戸時代の価値
観でもって、平安文学を『不倫』などと規定してはいけない、というの
である。短絡的な人間、歴史も文学も重んじないような、言ってみれば、
黒か白かでないと気がすまないような、やくざ的な人間にはこの考えが
理解できるわけがない。」
「たとえば、『もののあはれ』という言葉を一つ覚え、その本質に触れ
るだけでも、確実に『日本人のこころ』が伝わってくる。『ことば』に
は、そのような歴史的背景、文化・教養がひそんでいるのである。これ
を『ことだま』と言うとしよう。」
「我々は、この『ことだま』を知り、未来へと伝えていく義務がある。
それこそが『ことばの重要性』というものであろう。」
―１２―
